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ダダチャマメはなぜ「おいしい」のか？

研究の目的：「おいしさ」の制御機構を遺伝学的に解明
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情報情報情報情報

研究材料の作出

DNAマーカーの開発

RIL・CSSLの開発

「おいしさ」の定量化

官能試験 成分分析

「おいしさ」を

決める遺伝子座

を染色体上に

位置付ける

QTL解析解析解析解析

「おいしさ」を決める遺伝子が

特定されると、、、

・おいしさのメカニズムが解明

・だだちゃ豆のブランド力向上

・良食味ダイズ品種の開発

などの良いことがある！

研究のゴール研究のゴール研究のゴール研究のゴール遺伝子はどこにある？遺伝子はどこにある？遺伝子はどこにある？遺伝子はどこにある？

鶴岡特産のダダチャマメは、なぜ「おいしい」ので

しょうか？これまでの研究で、糖やアミノ酸の成分

が他の品種より多いことが報告されていますが、

「おいしさ」を決める遺伝子は分かっていません。

そこで私は、ダダチャマメのおいしさを決める遺

伝子を見つける為に、分子（DNA）レベルでの解析

法でこの謎を解き明かそうと考えました。

今は、その準備段階として解析法を確立したり実

験材料を作ったりしています。

「おいしさ」を決める遺伝子が分かると、鶴岡特

産「だだちゃ豆」のブランド力が向上し、新たな「お

いしい」ダイズの開発も可能になるでしょう。


